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近
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儒
教
の
重
要
な
特
徴
の
一
つ
に
「
孝
」
の
重
視
が
挙
げ
ら
れ
る
。
「
忠
」
（
君

臣
関
係
）
と
共
に
、
具
体
的
な
人
間
関
係
の
実
践
道
徳
と
し
て
「
孝
」
（
父
子

関
係
）
は
重
視
さ
れ
て
き
た
も
の
で
あ
る
。
し
か
し
、
親
を
大
切
に
す
る
こ
と

は
世
界
的
に
見
ら
れ
る
考
え
方
で
あ
り
、
た
だ
漫
然
と
親
子
関
係
の
大
切
さ
や

「
孝
」
の
重
要
性
を
論
じ
る
だ
け
で
は
儒
教
の
特
徴
と
は
言
い
難
い
。
「
孝
」

が
儒
教
の
特
徴
と
言
え
る
の
は
、
多
く
の
研
究
で
も
指
摘
さ
れ
て
い
る
通
り
、

家
族
制
度
と
し
て
父
母
の
孝
養
と
祖
先
の
祭
祀
崇
拝
と
が
重
視
さ
れ
、
さ
ら
に

は
「
孝
」
が
人
の
存
立
根
拠
に
関
わ
る
と
い
う
強
い
自
覚
を
抱
き
な
が
ら
、
理

論
的
に
も
「
孝
」
が
重
視
さ
れ
た
き
た
こ
と
に
あ
ろ
う
。
ま
た
そ
れ
と
同
時
に
、

倫
理
規
範
の
根
幹
で
あ
る
「
孝
」
を
い
か
に
実
感
す
る
か
、
と
い
う
こ
と
も
考

え
ら
れ
て
き
た
問
題
で
あ
っ
た
。
そ
の
よ
う
な
「
孝
」
の
実
感
に
お
い
て
、
孝

子
の
物
語
が
重
要
な
役
割
の
一
端
を
担
っ
て
き
た
こ
と
と
思
わ
れ
る
。
今
回
の

報
告
で
は
、
中
国
近
世
・
日
本
近
世
に
お
い
て
「
孝
」
が
い
か
に
考
え
ら
れ
て

き
た
か
と
い
う
こ
と
と
、
「
孝
」
を
実
感
さ
せ
る
物
語
は
ど
の
よ
う
に
と
ら
え

ら
れ
て
き
た
か
と
い
う
こ
と
に
つ
い
て
検
討
を
試
み
た
い
。

「
孝
」
に
つ
い
て
は
い
く
つ
も
の
側
面
が
あ
る
。
『
孝
経
』
や
『
論
語
』
な

ど
の
経
書
に
見
え
る
注
釈
、
孝
が
関
わ
る
書
や
礼
書
に
対
す
る
解
釈
、
『
孝
子

伝
』
や
『
二
十
四
孝
』
の
よ
う
な
孝
子
譚
、
朝
廷
に
よ
る
顕
彰
（
旌
表
）
を
背

景
と
し
て
報
告
さ
れ
る
孝
子
の
話
、
こ
れ
に
家
・
宗
族
や
童
蒙
に
対
す
る
教
化

を
企
図
し
て
編
纂
さ
れ
た
教
育
書
な
ど
も
含
ま
れ
る
で
あ
ろ
う
。
士
人
（
読
書

人
）
と
民
衆
と
で
好
ま
れ
る
こ
と
や
、
語
ら
れ
る
孝
の
物
語
も
異
な
る
で
あ
ろ

う
。
報
告
者
た
ち
の
力
量
で
は
全
面
的
な
考
察
を
す
る
こ
と
は
適
わ
な
い
た
め
、

中
国
近
世
お
よ
び
日
本
近
世
に
お
け
る
個
別
事
例
を
挙
げ
な
が
ら
、
「
孝
」
や

「
孝
の
物
語
」
に
関
し
て
整
理
し
て
み
た
い
と
考
え
る
。

【
報
告
一
】
松
野
敏
之
「
唐
宋
に
お
け
る
「
孝
感
」
物
語
」
で
は
、
孝
の
物

語
の
う
ち
、
六
朝
・
唐
に
主
と
し
て
語
ら
れ
た
孝
感
譚
に
つ
い
て
、
宋
代
の
士
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人
た
ち
が
ど
の
よ
う
に
と
ら
え
た
か
と
い
う
こ
と
を
報
告
す
る
。
唐
か
ら
宋
初

に
か
け
て
見
ら
れ
る
孝
感
に
類
す
る
話
を
概
観
し
た
場
合
、
親
の
死
に
関
連
す

る
話
、
親
の
希
望
を
か
な
え
よ
う
と
す
る
話
、
病
に
関
わ
る
話
な
ど
が
見
ら
れ

る
。
こ
れ
ら
の
観
点
の
も
と
で
、
宋
代
の
士
人
に
も
言
及
が
あ
る
孟
宗
・
郭
巨

・
庾
黔
婁
・
王
祥
な
ど
の
孝
子
の
話
を
と
り
あ
げ
、
士
人
た
ち
が
ど
の
よ
う
に

受
け
と
め
て
い
る
か
と
い
う
こ
と
を
検
討
す
る
。

大
雑
把
な
私
見
に
過
ぎ
な
い
が
、
唐
以
前
は
孝
子
に
瑞
祥
が
起
こ
る
こ
と
に

注
目
さ
れ
た
と
す
れ
ば
、
宋
以
降
の
士
人
は
父
母
へ
の
孝
養
の
尽
く
し
方
が
語

ら
れ
る
よ
う
な
話
に
注
目
し
て
い
た
と
言
え
る
。
心
の
用
い
方
と
し
て
具
体
的

な
親
へ
の
孝
養
が
関
心
の
対
象
と
な
っ
て
い
く
の
で
あ
り
、
そ
の
意
味
で
【
報

告
二
】
【
報
告
三
】
で
と
り
あ
げ
る
経
書
の
解
釈
が
、
「
孝
」
の
と
ら
え
か
た

の
基
底
と
な
っ
て
い
く
。

【
報
告
二
】
青
木
洋
司
「
南
宋
末
に
お
け
る
『
論
語
集
注
』
学
而
篇
「
孝
弟

也
者
、
其
為
仁
之
本
与
」
章
解
釈
」
で
は
、
経
書
の
注
釈
に
示
さ
れ
た
「
孝
」

の
一
端
を
明
ら
か
に
す
る
た
め
に
、
『
論
語
』
に
お
い
て
、
「
孝
」
「
仁
」
と
も

に
初
出
で
あ
る
『
論
語
集
注
』
学
而
篇
「
孝
弟
也
者
、
其
為
仁
之
本
与
」
章
の

解
釈
を
、
南
宋
末
の
朱
熹
後
学
が
、
ど
の
よ
う
に
受
容
し
た
か
に
つ
い
て
検
討

す
る
。
そ
の
た
め
に
、
『
四
書
集
注
』
以
後
の
「
四
書
」
の
注
釈
書
の
状
況
を

確
認
し
、
第
一
に
、
朱
熹
後
学
の
解
釈
を
多
く
引
用
す
る
趙
順
孫
『
四
書
纂
疏
』

か
ら
、
朱
熹
に
教
授
を
直
接
受
け
た
輔
廣
、
一
世
代
後
の
蔡
模
を
、
第
二
に
、

朱
熹
と
は
異
な
る
解
釈
へ
の
対
応
と
し
て
、
陸
九
淵
の
事
例
と
、
そ
の
展
開
と

し
て
黄
震
を
、
そ
れ
ぞ
れ
検
討
し
、
報
告
す
る
。

【
報
告
三
】
原
信
太
郎
ア
レ
シ
ャ
ン
ド
レ
「
明
代
に
お
け
る
『
論
語
』
学
而

篇
「
孝
弟
也
者
、
其
爲
仁
之
本
與
」
章
解
釈
―
―
陽
明
学
者
を
中
心
と
し
て
―

―
」
で
は
、
【
報
告
二
】
に
引
き
続
き
『
論
語
』
学
而
篇
「
孝
弟
也
者
、
其
爲

仁
之
本
與
」
の
明
代
か
ら
清
初
に
及
ぶ
解
釈
を
報
告
す
る
。
明
代
中
葉
以
降
、

朱
子
学
的
枠
組
み
に
対
す
る
反
発
が
高
ま
る
と
同
時
に
、
さ
ま
ざ
ま
な
分
野
で

「
情
」
「
情
欲
」
の
地
位
の
上
昇
が
み
ら
れ
た
が
、
そ
れ
は
従
来
「
情
」
の
範

疇
に
規
定
さ
れ
て
き
た
「
孝
」
概
念
に
も
何
ら
か
の
影
響
を
与
え
た
は
ず
で
あ

る
。
【
報
告
三
】
は
か
か
る
問
題
を
測
定
す
る
メ
ル
ク
マ
ー
ル
と
し
て
、
主
と

し
て
陽
明
学
者
た
ち
の
『
論
語
』
当
該
章
解
釈
に
焦
点
を
絞
っ
て
そ
の
変
動
を

定
点
観
測
す
る
。
行
論
の
手
順
と
し
て
、
明
代
の
儒
者
に
と
っ
て
所
与
の
前
提

で
あ
っ
た
『
論
語
注
疏
』
と
『
四
書
大
全
』
の
解
釈
を
確
認
し
、
以
降
順
次
、

王
守
仁
（
陽
明
）
を
初
め
と
す
る
諸
家
の
注
釈
を
検
討
し
て
い
く
。

【
報
告
四
】
許
家
晟
「
花
咲
く
「
孝
」
―
江
戸
初
期
を
め
ぐ
っ
て
―
」
で
は
、

江
戸
時
代
の
孝
を
テ
ー
マ
と
し
て
考
察
す
る
。
全
体
を
三
つ
の
大
枠
に
分
類
し
、

そ
れ
ぞ
れ
「
思
想
」
「
物
語
」
「
政
策
」
と
し
て
の
「
孝
」
に
つ
い
て
分
析
を

加
え
る
。
知
識
人
（
士
）
と
民
間
（
庶
）
と
の
間
に
、
孝
に
対
す
る
認
識
差
、

す
な
わ
ち
儒
教
理
論
に
基
づ
く
孝
と
個
人
感
情
か
ら
出
発
す
る
孝
、
と
い
う
違

い
が
あ
る
。
ま
た
知
識
人
の
場
合
は
、
形
而
上
の
孝
と
形
而
下
の
孝
な
ど
、
様

々
な
考
え
が
あ
り
、
民
間
で
は
、
奇
抜
な
も
の
よ
り
も
リ
ア
リ
テ
ィ
の
あ
る
物

語
が
好
ま
れ
る
こ
と
を
取
り
上
げ
る
。
一
方
、
士
と
庶
と
の
間
に
、
幕
府
の

「
孝
」
に
関
す
る
政
策
が
あ
る
。
家
の
維
持
に
重
点
を
置
く
幕
府
の
奨
励
策
は
、

理
論
と
感
情
の
均
衡
点
で
も
あ
る
。
こ
の
よ
う
な
多
面
に
わ
た
る
「
孝
」
に
対

す
る
関
心
は
社
会
の
発
展
と
共
に
現
れ
た
も
の
で
あ
り
、
こ
れ
ら
に
つ
い
て
検

討
を
加
え
て
い
く
。
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